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 衛星放射輝度観測データは、全球大気データ同化に

おいて大きなインパクトを持つことが知られており、

現在の全球数値天気予報において重要な役割を果た

している。しかし、衛星放射輝度観測データはバイア

スを持っているため、これを補正する必要がある。佐

藤(2007)は、気象庁の全球4次元変分法解析システム

（4D-Var）に、Dee (2004)による変分法バイアス補正

システム（VarBC）を組み込み、バイアス補正係数を

日々最適に見積もるシステムを構築、現業利用を開始

した。一方、Miyoshi and Sato (2007)は、気象庁全球モ

デルを用いたLETKF（局所アンサンブル変換カルマ

ンフィルタ）実験で、現業のVarBCにより見積もられ

たある日のバイアス補正係数をそのまま固定値とし

て用いた。これは簡便だが、LETKFにとって最適で

はない可能性がある。実際、衛星放射輝度観測の同化

による主な性能向上は確かめられたものの、現業

4D-Varと比べると、下層の気温で性能の悪化を示すも

のであった（図1）。多くの部分でLETKFが概ね改善

しているが、この下層の気温の改悪が主要因となり、

500hPa高度場の予報スコアは、LETKFと4D-Varが北半

球で同程度、南半球では改悪であった（図省略）。 
 そこで、LETKFにおいても、VarBCと同様に、バイ

アス補正係数を日々最適に見積もるシステムを考

案・構築した。著者らが知る限り、このようなシステ

ムは世界のアンサンブル・カルマンフィルタ（EnKF）
研究でも例はなく、新しい試みである。ここに手法の

詳細を述べる紙面はないため、エッセンスを簡単に述

べる。VarBCでは、バイアス補正係数を予報変数の一

部と見なし、評価関数にバイアス補正係数の項が追加

される。ここで構築した手法は、VarBCと非常に似た

評価関数を持つように設計され、バイアス補正係数に

ついて、陽に解析方程式を解くこととした。バイアス

の説明変数や、バイアス補正係数の背景誤差の設定は、

気象庁現業のVarBCと同一とした。 
 実験を行った結果、問題のあった下層の気温に敏感

なAMSU-Aの4チャンネルについては、図2に示すよう

に、4D-Varで最適に見積もられた初期の値から大きく

変動した。一方、より上層の気温に敏感なチャンネル

では、このような変動は見られず、ほぼ一定値であっ

た（図省略）。この結果、図1に示した下層の気温の問

題は大幅に改善し（図省略）、これにより、北半球

500hPa高度場の予報スコアで、4D-Varを若干上回る性

能が得られた。4D-Varに対する対初期値予報誤差の改

善率を、図3に示す。ここに示すすべての指標で最適

バイアス補正法が大きく改善をもたらしており、特に

北半球と熱帯では4D-Varを凌ぐ性能を与えている。 
 以上のように、VarBCと同様に、LETKFにおいても

衛星放射輝度観測データのバイアスを最適に見積も

るシステムを考案・構築し、良好な性能を得た。本手

法は、LETKFに限らず、どんなEnKFにも適用できる

一般的手法である。本手法の成功により、LETKFの
現業化に一歩近づいたと言えるだろう。 
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図1 最適バイアス補正法適用前のLETKFの気温の北半

球24時間予報誤差（対解析）の現業4次元変分法に対する改

善率（%）。概ね改善だが、800hPaより下層では改悪。横軸

は2004年8月の日付。 
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図2 AQUA/AMSU-Aの4チャンネル（下層の気温に敏感）

のバイアス補正係数の日々変動。縦軸は係数の値（左）及

びデータ数（右）、横軸は日付。 
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図3 最適バイアス補正法適用前（上）と後（下）の対初

期値予報スコアの4D-Varに対する改善率（%）。 
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